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シンポジウム ー転移性脳腫療-

1ト化学療法 (CDDP/VP-16併用療法) が
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治療後肺転移を生 し＼ 51T'目後に脳転移をふた症例に対

して C,I)1)P＼IP--16併用療法を行い. 2クー′レ終了時

点で脳転移巣の著 しい縮小効果みたので若干の文献的考

察を加えて報告 した.症例は.51才女性.89年7月卵巣

腫壕で入院.睡魔全摘- リンべ節郭活を行い,陸揚組織

はyolksactumorであった.術後.PVP噴法 (Cr)r)P.

＼!13L Pepleo.)施行.90年 1月肺転移を生 L.,外科的

切除. 3月下旬,胸膜転移及び脳転移を認め入院.Cr}

び MRI上著明な転移巣の縮小を示 した.治療途中で

あり,今後厳慶な経過観察を要すと考えられた.

本症例より転移性 ),(llksactumorで他臓器転移を

伴ったもの,多発性転移をふたもの.単発でも直達手術

が行いにくい部位に転移をふたも〔7)に対 して.初期治療

として効果が期待できるものと思われた.
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tosis の頭痛 に対する Ⅴ-P shunt
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私共は昭和43年かi)㌔)平成元年までの22年間に,16例の

転移性脳腫壕に対 して20回の手術を行った.その内容は,

全別出10回, 亜全別または部分削出2回, V-PShunt

8回である.

転移性脱瞳壕に対する治療の目的は,1.生存期間の

延長,2.症状の軽減,の二つである.私共は metastatic

leptomeningealcarcinomatosis(MLC)の5例iこ対 し

頭痛の軽減を目的として V-PShuntを行い,全例に

頭痛の消失を見た.

5例の原発巣は胃癌で,noTトCurativeの手術が行わ

291

わた進行癌である.主症状は激 しい頭痛と喰吐で.そt')

他に精神症状､脱神経蘇峰.うっ血乳頭.項部強直があ--I

た.髄液については.仕は全例において高 く最高 5(X)mm

水柱,細胞数はや 増ゝ加または正常,蛋白もや 増ゝ加は

たは正常.細胞診では ClassⅡtまたはⅣであった.

これr)LT)症例の経過は､頭痛の発現かr)Vl'Sllunt

までが6-16週,V-PShuntかト'死亡までが 1--22過

と短期間であった.

術後は全例において頑痛は消果 した.こLT)･-1も1例は

術後黄垣が生 Ll全身状態の悪化で l週間後iこPL;亡した.

他の4例は一時的にせよ,ほ ゞi-T:.常の状態となり苦痛か

IT)解放された.

通 しており∴ 三新に分けL､'わる.すたわfp,,第---一期は激

のほ ゞ正常に近い状態,第~ーr~･'.PJは精神症状.意識障害,

脳神経麻坤と共に全身衰弱が進行 し死亡するまでの期間

である.従--,て,節------･期の早い時期に VIPShuntを

行えば第二新の延長が計られると思われる.私共の症例

i･ニー~)いては,第二期を少なくとも1-3J1-月間延長出来

たtT)ではないかと思われる.その意味で,MIJC を早斯

に診断 し.直ちiこV-PShuntを行 うことが苦痛(り軽

減に有用と考えられる.

3)当院におけ る転移性脳腫墳治療 の現況

践 蔑讐:漂遥 遠豊 磯 霜覧諸 院)

当院の転移性脳腫壕120例の治療成績iこついて報告す

る.

1) 平均生存期間は脱転移発症後 4.5ケ月であった.

2) 年齢,治墳方法と生存期間の関係は有意差はなかっ

た.

3) 肺癌診断時の癌の進行度と脳転移発症後の生存期

間の関係は有意差はなかった.脳転移巣診断時における

肺癌の残存または癌の骨転移の有無による分析では,舵

癌残存無 し群に生存期間の延長を認めた.骨転移の有無

による分析では有意差がなかった.

4) 放射線治療の秦効率は 75.6,9/dJであった,

5) 脳腫癌が原因で死亡 した例は14%であった.肺癌

では66.6%で原発巣が原田で死亡 した.

6) 全摘出例では局所再発例がなかった.放射線+化

学療法群は放射線単独群と比 し再発率が低くはなかった.

転移性脳腫癌は現段階では治療の困難な疾患である.

治療 目漂は Qualityoflifeの向上,脳転移死を防 ぐこ
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とをこある.原発巣のコソ トロ-ルが困難で短期生存 しか

鬼込めない例では保存的治療の対象,脇転移巣が コソ ト

ロ-ルされればある程度の期間,生存が新路 される場合

には積極的に全摘出をめざしたいと考えている血

射 外 科 的治 療 を 行 っ た 孤 立 性転 移髄脳魔 癌 の

検 討

二 ∴ . .･ ● ､.

昭和55年 ll卜 平成 1年11)f巨りlOiⅢ 鋸こ当f-十で外科的

処肝を受けた silldebIてIinmetこlStaSisilO例に一一〕いて検

除いた.

Pt-imarylesionは仙南か1'5人 ((･;2.500)しき二最 も阜 く

病理像は腺癌 と扇畢上皮癌で2/3を責めていた.転移性

脳腰癌手術後の平均寿尊は6.2ケ乱 死因をみると原発

娘i･こよる1､016例 (:loon).転移性脳腫喝に上るもし7)10

倒 し25.9-.)で恭一-､た.

病理診断と予後を比較すると組織像をこよる違いはみら

れなかった.肺癌に限って25例の治療法と開頭術後の予

後を比較すると敬治手術+化学療法の群をこ6カ月生存率

が高 く,転移性脳腫癖が発見されてから肺癌が発見きれ

たものは 6カ月生存率が低かった.転移厳発見時の原発

巣の妖魔 と予後をみると,primayyが cuFeの場合6

引 ]′日招 く別.600,priIllary が rLICurrenCtさてはOOo.

機部位転移の場合は50%であった.転移性脳腫慶の治療

と予後をみると,外科的処置単独では6カ月生存率は 37.5

00,外科的+照射+化学療法LT)場 合は61.190でLi''-言二.

予後を欧める決定的因子は韓をこない.

長斯牛存LI)安東ノこして.原発巣L7)治癒.佃搬器-ハ転

移のなし､こと,脳転移発行でないことがあげられる.

転移駁 手術後 5隼,1(咋 L')生存例を報苦し†こ.肺癌原

発で小脳,右後頭葉をこ転移厳があり全摘 し照射 と化学療

法を施行.病理像は腺癌 と偏平上皮癌であったが,原発

巣転移巣ともに病坪学的左共通点として､癌細胞を取 り

囲む様に形質細胞, りン′く球.鞘粒球が駁族 してお り,

非常をこ免疫反応が強 く現れていた.予後不良例 にはこう

した病理健はみられず,個体の免疫反応の強 さが予後をこ

大きく関係す ることを示唆する所見と思われた. 5年生

存率に radial.ioninduceddcmentiaがムL､_一木iこ.(､'~1､､

M~RIで脳萎縮,白質の低吸収域化が著明で恭一._,た.

5)転移性脳 腫 癖 の治療経 験

柿沼 健- 書大塚 顕

馴 昭遺 戒 島 久 援 雷窪詣 縄 )西野 和彦

(対象,方法)過去 5年間に当科で治療を行ない転帰

までを追跡 し得た転移性脳腫癌30例について,杓う経過,

死亡原因.緩)放射線療法,(3)化学療法,刷 手術療

法各々の有効性,(5)原発巣不明例の経過 から考察を釦

を除いて全例が死亡 し 神経学的症状発現からは食経過

51ト LJ▲仙1いfi.)勺 11.Li)九･･ll-PLT.:雄 一､た.yL;｣一原因は脳転移

厳によるもの用例,原発巣をこよるもの13例,医源後のも

の 3例であった.ほ)放射線療法は24例に行なわれ CT
上消失ヲ縮小 した屯のは15例だつたが,不変あるいは増

悪 した も〔･')は 9例で各･･!∴ また rollow ul)小Lj13例

と_3M 以卜申 ~沌澗3死亡 :l例封斌くLL.17例申IJl例か再発

し,j卑発を免れ1二もハは二日町こか 言二.再発刊は総て 11)M

以内に再発 しこのうち]働例は再発厳が死亡原因となった.

滞発を免れた3例は 12M 以上生存 し,原発巣が死亡原

闘となった.(3)化学療法は8例に施行 されたが特に有

効と思われた鮎のは懸かった.(4)摘出術は10例に行な

IIIIJ'い‖州＼･uP中ハ3例を除 く7'例全判か柁｣~し. こ

のうち5例は再発 (4例は手術同部位に再発) した,をが

原発巣不明のものは 2例があった. 1例は症状発現より

摘M を経て原発巣が判明 したがこの原発巣により死t-

した.(全経過 ほM)1例は78才の高魯者で転移巣摘出

健経過 は良好であったが放射線治療により髄萎縮と全身

状態L71悪化,:.:射こし死亡LL い仝経過 (う九.ll.こlLItOPS)r

で silentな原発巣が発現された,く結論)放射線療法

と手術療法により症状の一時的な寛快は縛 られても必ず

しも再発は免れず,この原発巣が死亡原因となることが

多い.今後はこの観漁をこた-r,て放射線療法と手術療法の

再検討が必要であると考えられる.

61我 々か経験 し上転 移性 脳腔崎 120桝

.-そしIIT 舶 こ関連 Lて

西川 裾 Jl･小池 僅動
橋野 庭 8本多 拓 (志紀 栄欝院)

我 々が経験 した脳転移癌 120例の中かi､､,現在生存例

と消息不明例を除いた 100例について述べる.平均生存

期間は7,5カ月,生存曲線は,5年,3年生存率は 1%,

2年yl年,6カ月,3カ月のそれは, 5%,23%き嶺3

%,71%である.原発病死40%と脳転移癌死舶%で差は

ない.初発症状が原発巣からと,脳転移巣からで も生存

期間に差はない.70才以上 とそれ以下 との平均生存期間
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